











































































































































































































6 ミズノ HP の2012年11月18日の http://www.mizuno.co.jp/history/index.htmlによる。



























































































































































14 同書は1974年に刊行されたが、今回は PHP 新書になった『松明は自分の手で』2009年、PP.44−45に
依拠した。
15 2010年、ココデ出版の PP.89−90
本田宗一郎とプラス（クロス）ねじ（出水　力）
（103）103
結びに代えて
　本田宗一郎と藤沢武夫の両雄は、今日のホンダを在らしめたカリスマ経営者だが、ホン
ダが順調に発展するに連れ、本人が残した成果以上に尾ヒレが付き、それが一人歩きし、
誤謬の上塗りを果たすことも多い。
　ホンダが戦後の日本の機械工業で、町工場から中堅企業に伸びる過程で、積極的に新し
い技術への挑戦例えば、新素材のプリエステルを使ったスクーターを1954に商品化、生産
技術でもダイカストの先導的な採用など枚挙にいとまがない。これと軌を一にするのが、
町工場から中堅企業への移行期におけるマイナスねじからプラスねじへの転換で、やはり
機械工業の先頭グループであったことは評価されよう。しかし、ホンダより先にプラスね
じを生産し、使っていた企業があったことは疑いを入れない事実の重みがある。
　藤沢が本田の海外視察に絡め、プラス（クロス）ねじを持ち出したのは、視察における
本田の技術眼の鋭さを補強するためかもしれない。ホンダにおける経営の根幹を担ってい
た実質的な No.1であった藤沢が本田を持ち上げる凄味が感じられる。
　『経営に終わりはない』のあとがきで藤沢は「よく私に経営哲学があるかのようにいわ
れますが、それは本田という人と出会って、一緒に仕事をしたから、結果としてできたこ
とであって、あの人と組まなければあり得なかったものです。さいわい事業が発展して、
その過程において、私が考えたこと、私が提案したことを、全従業員が受入、実現してく
ださったというにすぎません。決して初めから独自の経営哲学を持っていたわけではあり
ません。そういうめぐり合わせがなければ、私は、ただ本を読んだり、音楽を聞いたりし
て日を送る一介の市井人で終わったでしょう。」と述べている。本田が欧州視察からプラ
スねじを日本に持ち帰ったという藤沢の記述は、1954年の正にホンダが倒産の危機を乗り
きった事と重なり、その前の本田のアメリカ視察から帰国の模様と交雑した万感の思いが
込められていたように思われる。
　また、1990年３月20日にホンダ八重洲ビルで筆者が本田宗一郎から、ホンダの創業や相
棒の藤沢武夫についてヒアリングした際に本田が、筆者に向かって「私には一も二も、三
も四も藤沢がすべてだ。藤沢なくして今の自分はない。技術でなく藤沢があって私がある。
いくら語っても藤沢については語りつくせない。」と語ったが、この言に両者の関係が言
い尽されている。
